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誰
し
も
少
な
か
ら
ず
節
目
と
い

う
も
の
は
あ
る
も
の
だ
が
、今
年
の

五
月
が
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
、と
答

え
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。平
成
か
ら
令
和
への
改

元
の
時
で
あ
る
。時
間
と
は
皆
等
し
く
同
じ
長
さ

が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
過
ご
し
方
が
同
じ
と

い
う
人
は
い
な
い
。そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
こ
と
、や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、様
々
な
価
値
観
の
中

で
毎
日
を
過
ご
し
、時
代
が
か
も
し
出
す
美
徳
や

文
化
に
育
ま
れ
て
き
た
▼
私
は
昭
和
に
生
ま
れ
、

平
成
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
社
会
人
と
し
て
の

道
を
歩
み
始
め
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
で
、い

つ
も
高
い
壁
に
阻
ま
れ
、立
ち
す
く
み
悩
ん
だ
。今

当
時
を
振
り
返
る
と
、過
ご
し
て
き
た
時
間
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
と
懐
か
し
く
感
じ
る
。

特
に
高
校
時
代
の
生
活
や
学
業
、班
活
動
な
ど
で
、

誰
か
と一緒
に「
心
を
寄
せ
合
って
」過
ご
し
た
時
間

を
尊
く
思
う
。そ
ん
な
記
憶
は
誰
の
心
の
中
に
も

大
切
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
▼「
こ
ど
も
叱

る
な	

来
た
道
だ
、年
寄
り
笑
う
な	

行
く
道
だ
」と

い
う
フ
レ
ー
ズ
を
思
い
出
す
。母
が
私
に
よ
く
話
し

て
く
れ
た
。今
に
な
って
段
々
と
心
に
馴
染
ん
で
き

た
。多
様
な
生
き
方
が
認
め
ら
れ
る
時
代
で
は
あ

る
が
、他
人
を「
認
め
る
」こ
と
は
実
際
に
は
と
て

も
難
し
い
。た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま
れ
、皆
そ
れ
ぞ

れ
が
葛
藤
し
な
が
ら
毎
日
を
生
き
て
い
る
▼
己
の

振
舞
い
か
ら
体
現
さ
れ
る
も
の
を
自
分
自
身
の
心

に
留
め
、皆
が「
心
を
寄
せ
合
って
」新
た
な
時
代
に

向
け
て
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
い
。	（
104
期　

叢む
ら

）

―
―
― 

紙
　
面
　
案
　
内 

―
―
―

Ｐ
２	

定
時
総
会

Ｐ
３	

支
部
だ
よ
り

Ｐ
４
・
５	

ふ
る
さ
と
だ
よ
り

Ｐ
６	

母
校
の
班
活
動
紹
介

Ｐ
７	

同
期
会
だ
よ
り
・
Ｏ
Ｂ
会
通
信

Ｐ
８	

進
路
状
況・事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

お
掘

ば
た

2019 年 6月 18日　校門上空より（ドローン撮影）

  

創
立
120
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て

 

理
事
長　

金
　
子
　
元
　
昭

ま
し
た
。
昨
年
の
理
事
会
で

「
上
田
高
等
学
校
創
立
120
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を

組
織
し
、
委
員
長
に
は
同
窓

会
前
理
事
長
の
日
置
勇
二
氏

に
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
８
月
か
ら

本
格
的
な
活
動
を
始
め
ま
す
。

記
念
事
業
の
詳
細
は
、
別
添

の
趣
意
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
主
要
施
策
は
お
堀

の
改
修
と
空
調
機
器
の
整
備

で
す
。
学
校
に
あ
る
井
戸
の

ポ
ン
プ
が
壊
れ
、
水
の
供
給

が
絶
た
れ
た
お
堀
は
汚
泥
が

堆
積
し
、
景
観
を
壊
す
だ
け

で
な
く
、
夏
に
は
異
臭
を
放

つ
状
態
で
、
早
急
な
改
修
が

必
要
で
す
。
古
城
の
門
、
堀

そ
し
て
土
塀
は
上
田
高
校
の

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
近
年

は
観
光
客
も
増
え
て
い
ま
す
。

改
修
し
き
れ
い
な
お
堀
を
回

復
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
館
の
空
調
設
備
も

経
年
劣
化
で
取
替
の
時
期
に

来
て
い
ま
す
。
同
窓
会
館
は

母
校
の
生
徒
が
活
用
し
て
お

り
、
温
暖
化
の
進
行
で
、
空

調
設
備
は
必
須
で
す
。
学
校

の
教
室
を
含
め
、
空
調
設
備

令和元年度
会員大会のご案内

◦会　場	 上田東急REIホテル
 　上田市天神 4-24-1
 　TEL.0268-24-1401
◦受　付	 14：00 ～
◦開　会	 14：30 ～
◦講演会講師
　モチベーションファクター株式会社
 代表取締役　山口 　博 氏（79期）
◦演　題
　「99% の人が気づいていない
　　　　　　リーダーシップ開発手法」
◦懇親会	 17：30 ～
◦会　費	 5,000 円

★期　日 11月 9日（土）

　

本
年
５
月
の
定
時
総
会

で
、
日
置
実
行
委
員
長
よ
り

皆
さ
ま
へ
の
協
力
要
請
と
力

強
い
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。同
窓
会（
本
部
・
各
地
区
・

各
支
部
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校

が
協
力
し
て
準
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
実
行
委
員
長

の
も
と
、
総
務
・
式
典
・
記

念
事
業
・
募
金
・
校
史
編
纂
・

会
員
名
簿
整
備
の
各
委
員
会

が
発
足
し
、
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
記
念
式
典
は
令
和

２
年
10
月
24
日
㈯
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
同
窓

生
の
皆
さ
ま
に
、
ご
協
力
・

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
）

 

実
行
委
員
長
の
も
と

　
　 

活
動
ス
タ
ー
ト

　

来
年
、
２
０
２
０
年
は
母

校
の
創
立
120
周
年
で
す
。
同

窓
会
、
学
校
そ
れ
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
記
念
事
業
案
を
作
成
、
５

月
の
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ

の
整
備
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

記
念
事
業
の
最
大
の
課
題

は
募
金
活
動
で
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

前理事長
日置 勇二 氏
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69期 来年、卒業から50周年を迎えます!!
卒業 50周年の寄付は、目標額に達しました。
来年、母校へ贈呈します。
ありがとうございました。� 代議員・理事

平成 31 年 2 月 16 日　同期会 記念写真より

1組
上原　榮治
小林　一雄
春原　秀夫
2組

上野　国樹
河合紀美子
河合　　勝
田口　万蔵
中沢　　稔
宮淵　泰存

3組
小川　亮夫
倉沢　　裕
竹原　基好
4組

小林　和雄
鈴木　久男
関　　義継
坪田　秀彦
村田　文彦

5組
斎藤　平二
佐藤　武久
渋沢　正中
高田　　忍
田中　守明
樋口　克彦

6組
市川　　泉
伊藤　信夫
清水　　顕
竹内　純夫
西尾　信行
西沢　孝明
長谷川英二
松田　貞夫
宮沢　　広

7組
大沢　澄夫
小岩井議雄
小山　隆文
柳沢　次夫
8組

内堀　良雄
杉浦　英夫
土屋　文男

（H31.2.16　出席者名簿）

栄えある受章
おめでとうございます。（敬称略）
平成 30 年　秋の叙勲

金子　　宏（47期） 文 化 勲 章
大日方　昂（56期） 瑞 宝 中 綬 章
鴇沢　　宏（61期） 旭 日 双 光 章
松井　勝男（61期） 藍 綬 褒 章
小市　正輝（64期） 瑞 宝 双 光 章
廣川　岩男（64期） 瑞 宝 双 光 章
成田　守夫（65期） 藍 綬 褒 章
柳沢　光美（65期） 旭 日 重 光 章
若林　順平（86期） 藍 綬 褒 章

令和元年　春の叙勲
馬場　將光（56期） 瑞 宝 中 綬 章
村田　長芳（56期） 瑞 宝 中 綬 章
西山　昭男（60期） 瑞 宝 双 光 章
柳沢　長男（61期） 瑞 宝 双 光 章
小山　壽一（65期） 瑞 宝 小 綬 章

令
和
元
年
度
　
定
時
総
会

　

５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
で
は
、
決
議
事
項
３

議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
、
３
件
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
決
算
の
承
認

　

新
設
し
た
コ
ン
ビ
ニ
収
納

等
の
効
果
が
あ
り
、
前
年
に

比
べ
年
会
費
収
入
が
約
175
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
損
益
は
前
年
同
様
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

予
算
ど
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
選
考
委
員
選
任
の
件

　

令
和
２
年
度
定
時
総
会
終

結
時
に
、
現
在
の
理
事
及
び

監
事
全
員
の
任
期
が
満
了
す

る
た
め
、「
役
員
選
任
に
関

す
る
規
程
」
に
基
づ
き
、
役

員
選
考
委
員
７
人
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。「
別
表	

候
補
者
」

を
参
照
く
だ
さ
い
。

��

上
田
高
等
学
校�

　

���

創
立
120
周
年
記
念
事
業
の
件

　

４
６
０
０
万
円
の
予
算
お

よ
び
記
念
事
業
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
益
目
的
支
出
計
画�

　
　
　
　
　

��　

実
施
報
告

　

母
校
へ
の
寄
付
な
ど
公
益

目
的
事
業
４
事
業
を
継
続
実

施
し
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

�

令
和
元
年
度
事
業
計
画
・�

　
　
　
　
　

��　

収
支
予
算

　

年
会
費
収
入
の
増
加
を
図

る
た
め
、
今
年
度
も
、
若
い

人
に
な
じ
み
の
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
払
込

み
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

年
会
費
納
入
者
に
対
し
、
引

平成30年度収入と支出
単位 : 千円

経常損益
△ 1,020 千円

経常費用
合計 16,088 千円

経常収益
合計 15,068 千円

学校への寄付など
公益目的支出
　　　3,147

会報発行費用
2,904

会員
大会費
1,869

その他
事業費
2,862

管理費
5,306
管理費
5,306

事業費
10,782

その他
1,356

年会費
8,372新入生会費

3,500

会員大会費
1,840

学校への寄付など
公益目的支出
　　　3,147

会報発行費用
2,904

会員
大会費
1,869

その他
事業費
2,862

管理費
5,306
管理費
5,306

事業費
10,782

その他
1,356

年会費
8,372新入生会費

3,500

会員大会費
1,840

年会費収入推移（単位：千円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

8,224
7,750 8,002

7,131 7,226
7,920

7,176 7,020 7,034
7,431 7,217

6,616

8,372

卒業20周年同期会を支援します
　

昨
年
、
同
窓
会
事
務
局
か
ら
96
期
の
皆
さ
ん
へ
、

卒
業
20
周
年
の
記
念
事
業
を
企
画
し
ま
せ
ん
か
と

声
を
掛
け
ま
し
た
。

　

96
期
の
皆
さ
ん
は
お
盆
前
の
8
月
11
日
午
後
に

「
第
96
期
上
田
高
等
学
校
同
窓
会
」
と
題
し
て
同

期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。子
連
れ
Ｏ
Ｋ
、立
食
パ
ー

テ
ィ
―
形
式
、
参
加
費
６
千
円
と
い
う
会
で
し
た
。

　

恩
師
の
先
生
方
６
人
を
お
招
き
し
、
子
連
れ
の

参
加
者
５
組
を
含
む
、
総
勢
84
人
の
皆
様
が
参
加
。

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
97
期
の
皆
さ
ん
が
、
卒
業
20
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
同
期
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
卒
業
20
周
年
を

記
念
す
る
事
業
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

（
事
務
局
）

き
つ
づ
き
高
校
の
吹
奏
楽
班
・

室
内
楽
班
の
定
期
演
奏
会
へ

の
優
待
席
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選

配
布
を
行
い
ま
す
。

役
員
選
考
委
員
候
補
者

〔
敬
称
略
〕

河
田　
　

純
（
70
期
）

金
子　

義
幸
（
72
期
）

関
戸　

啓
司
（
74
期
）

髙
橋　

敏
文
（
76
期
）

池
田
総
一
郎
（
78
期
）

小
林　

和
也
（
80
期
）

宮
島　

聖
二
（
82
期
）

以
上
、
7
名

　

文
化
勲
章
受
章
、
東
京
大

学
名
誉
教
授
の
金
子
宏
さ
ん

が
７
月
１
日
、
３
人
目
の
上

田
市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
上
田
松
尾
高
校
を
卒

業
後
、
東
京
大
学
法
学
部
に

進
学
。
卒
業
後
同
大
学
教
授

と
し
て
租
税
法
を
独
立
し
た

学
問
に
発
展
さ
せ
た
方
で
す
。

 

祝 

金
子 

宏 

さ
ん（
47
期
）

　
上
田
市
名
誉
市
民
に
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89 期
（平成 3 年 3 月卒業）

今年は当番期です
11月９日㈯に会員大会が開催
されます。同期のみなさんの
参加と協力をお願いします。

（8組）代表取締役

（8組）

（9組）

相続・相続相談

（6組代表代議員）

副部長

創
立
60
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成�

〈
関
東
同
窓
会
〉

「
ス
マ
ホ
入
門
講
座
」開
催�

〈
関
西
同
窓
会
〉

仙
台
支
部
近
況

〈
仙
台
支
部
〉

七
夕
会
報
告

〈
長
野
支
部
〉

親
睦
を
図
る
活
動
を
！

〈
北
海
道
同
窓
会
〉

コ
ラ
ム『
斜
面
』の
舞
台
裏

〈
中
南
信
支
部
〉

　

関
東
同
窓
会
は

１
９
５
８
年
に
創

立
さ
れ
60
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。

映
像
、
⑶
同
好
会
な
ど
の
諸

活
動
を
写
真
や
動
画
で
紹
介
。

合
わ
せ
て
約
80
分
に
編
集
し

ま
し
た
。

　

１
月
の
新
年
会
で
は
短
縮

版
を
披
露
、
６
月
の
総
会
で

は
出
席
者
に
頒
布
し
ま
し
た
。

	

（
65
期　

上
原　
　

昇
）

　

新
会
員
と
し
て
、
水
藤

寛
氏
（
78
期
）、
松
沢
厚
氏

（
83
期
）、
菅
沼
雅
徳
氏
（
107

期
）
が
入
会
し
ま
し
た
。
３

人
と
も
東
北
大
に
勤
務
で
す
。

　

転
勤
で
こ
ら
れ
た
方
も
お

り
、
出
入
り
は
あ
り
ま
す
が
、

　

昨
年
の
北
海
道
は
、
台
風

に
地
震
に
と
、
自
然
の
厳
し

さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
年

で
し
た
。
同
窓
会
活
動
も
９

月
に
予
定
し
て
い
た
地
区
交

流
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
は
５
月
25
日
に
第
５

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
明
る
い
穏
や
か
な
年

に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

会
員
の
交
流
・
親
睦
を
図
る

同
窓
会
活
動
を
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
在
住
す
る
同
窓

生
で
、
未
会
員
の
方
の
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

	

（
64
期　

清
澤　

通
俊
）

年
も
支
部
の
発
展
を
心
が
け

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
支
部
総
会
は
、	

　

		　

11
月
16
日
㈯
で
す
。

（
67
期　

下
形　

仁
是
）

　

文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
、
10

月
６
日
に
広
報
委
員
長
の
土

屋
俊
夫
氏
（
83
期
）
に
よ
る

「
ス
マ
ホ
を
活
用
す
る
入
門

講
座
」
を
開
催
、
ス
マ
ホ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
時
の
問

題
点
等
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保

つ
た
め
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
家

の
鍵
と
同
じ
」
と
の
話
が
印

象
的
で
、
そ
の
後
パ
ス
ワ
ー

ド
を
大
切
に
保
管
す
る
よ
う

　

平
成
最
後
の
支
部
総
会
で

は
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
論
説

主
幹
丸
山
貢
一
氏
（
72
期
）

を
迎
え
、「
コ
ラ
ム
『
斜
面
』

の
舞
台
裏
」
と
題
し
て
、
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
斜
面
」
を
中
心
に
執
筆

編
集
に
携
わ
る
氏
の
日
常
は
、

多
く
の
会
員
に
と
っ
て
未
知

の
世
界
で
す
。
し
か
も
舞
台

裏
の
話
で
す
か
ら
、
興
味

津
々
聞
き
入
り
ま
し
た
。
微

妙
な
表
現
な
ど
も
軽
妙
に
触

れ
ら
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

雰
囲
気
の
中
、
至
福
の
時
間

が
持
て
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
と
な
っ
た
今

よ
う
や
く
20
人
弱
の
会
員
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
総
会
は
、
５
月
の
日

曜
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

例
年
２
～
３
時
間
食
事
を
し

な
が
ら
、
故
郷
上
田
を
話
題

に
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ

ひ
当
方
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
63
期　

小
林　

邦
英
）

　

こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
た
ど
り
、
明
日
へ

の
飛
躍
の
願
い
を
込
め
、

記
念
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

構
成
は
、
⑴
会
報
「
う

え
だ
」
の
１
面
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
、
⑵
思
い
出
の

総
会
と
新
年
会
の
音
声
付

に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
に
は
、
文
化
交

流
会
と
し
て
佐
和
山
城
跡
や

彦
根
城
、
井
伊
直
弼
の
原
点

「
埋
木
舎
」
等
を
た
ず
ね
ま
し

た
。
佐
和
山
城
は
、
家
康
の

意
向
で
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
痕
跡
程
度
に
残

る
石
垣
の
一
部
に
、
当
時
の

住
民
の
石
田
三
成
へ
の
想
い

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	
（
64
期　

隅
田　

修
一
郎
）

　

去
る
七
月
八
日
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
て
、

令
和
元
年
度
長
野
支
部
総

会
・
七
夕
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
部
同
窓
会
、
中
南
信
支

部
、
母
校
か
ら
ご
来
賓
を
お

招
き
し
て
、
七
十
八
名
出
席

の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

金
子
理
事
長
、
柳
沢
教

頭
先
生
の
ご
祝
辞
で
は
、

百
二
十
周
年
事
業
計
画
の
お

話
や
生
徒
の
活
躍
の
様
子
、

小
池
中
南
信
支
部
長
よ
り
、

支
部
活
動
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
100
期
以
降
の
若

い
会
員
が
十
三
名
出
席
し
、

世
代
を
超
え
て
交
流
し
た
七

夕
の
宴
と
な
り
ま
し
た
。

	

（
72
期　

湯
原　

儀
芳
）
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ー
シ
リ
ー
ズ
ー

学
　
校

探
検
記

を
行
い
ま
す
。

　

１
年
生
全
員
が
取
組
む

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ
で

は
「
県
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」、
２
年
生
全
員
が
取
組

む
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ⅱ

で
は
「
首
都
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
や
「
台
湾
研
修
旅

行
」、
３
年
生
が
選
択
で
取
組

む
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ⅲ
で

は
「
北
陸
新
幹
線
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
、

ボ
ス
ト
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な

ど
海
外
も
含
め
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
先
は
多
彩
で
、大
学・

企
業・病
院・研
究
機
関
や
、最

高
裁
判
所・日
弁
連・防
衛
省

な
ど
も
訪
ね
て
い
ま
す
。
修

学
旅
行
で
訪
れ
た
台
湾
で
は

大
学・博
物
館・病
院・日
本
企

業・官
庁
等
を
訪
ね
、４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
高
等
学

校
を
訪
問
、英
語
で
意
見
交

換
し
、視
野
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
言
い
ま
す
。

　

昨
年
本
校
で
行
わ
れ
た

「
北
陸
新
幹
線
サ
ミ
ッ
ト
」は
、

長
野
県・新
潟
県・石
川
県・埼

玉
県・
東
京
都・
福
島
県
の
高

校
生
た
ち
約
100
人
で
の
研
究

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
が
高
校
生

活
を
通
じ
て
素
晴
ら
し
い
経

験
を
重
ね
成
長
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

84期の皆さん
今年は会員大会の当番期です。

8月15日に同窓会館でまた同期会を開催します !
ぜひ参加してください。

卒業30周年記念事業と当番期への寄付を
引き続きよろしくお願いします。

2018 年同期会

同窓会理事　大島　洋一（4 組）　代議員　竜野　　博（1 組）　滝沢　恒明（2 組）　小川　　一（3 組）　櫻井　雅史（5 組）
代表代議員　武井　英之（4 組）　　　　　小宮山　淳（6 組）　岡野　茂春（7 組）　滝澤　麻子（8 組）　斎藤　克也（10 組）

銀行　八十二銀行上田支店　口座名　上田高校 84 期同期会　口座番号　1381043　店番号　312

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
い
つ

も
本
校
の
教
育
活
動
に
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
定
時

総
会
に
お
い
て
120
周
年
記
念

事
業
を
お
認
め
い
た
だ
き
、

堀
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
は
じ
め

と
す
る
諸
事
業
を
決
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
堀
の

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

源
ポ
ン
プ
の
故
障
や
冬
の
少

雨
に
よ
り
、
以
前
の
美
し
い

姿
と
は
か
け
離
れ
た
状
態
に

な
り
、
ご
心
配
さ
れ
た
同
窓

生
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
民

校
長
室
よ
り

校
長
　
廣
田 

正
彦

た
が
、
打
つ
手
の
な
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
今

回
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て
、
回
復
の
手

掛
か
り
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、
感
謝

　

上
田
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
の

お
堀
が
今
、危
な
い
状
態
で
す
。

　

満
々
と
水
を
た
た
え
、
あ

る
時
代
は
白
鳥
が
遊ゆ

う

弋よ
く

し
て

い
た
あ
の
古
城
の
お
堀
は
今

何
処
。
上
田
市
指
定
文
化
財

で
あ
る
お
堀
は
給
水
ポ
ン
プ

老
朽
化
の
た
め
の
故
障
と
諸

原
因
に
よ
る
漏
水
で
水
が
少

な
く
、
汚
泥
の
堆
積
な
ど
が

進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、

上
田
高
校
敷
地
内
の
雨
水
等

の
雑
排
水
が
流
れ
込
む
お
堀

の
北
側
の
み
、
辛
う
じ
て
鯉

の
背
び
れ
位
ま
で
の
水
が
溜

ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
夏
は
異
臭
が

漂
い
、
蚊
の
発
生
等
が
あ
る

現
状
に
、
訪
れ
る
方
か
ら
文

化
財
保
護
の
在
り
方
に
危
惧

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

再
三
、
上
田
高
校
か
ら
も
同

窓
会
か
ら
も
、
県
・
市
当
局

に
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
が
、

予
算
手
当
て
や
堀
の
所
有
権

等
の
諸
般
の
事
情
で
工
事
は

見
込
め
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
お
堀
の
周
り
に
は

ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
育
ち
、
そ

の
根
が
張
っ
た
り
、
お
堀
壁

面
の
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
難
し
い

状
況
で
す
。
堀
を
し
ゅ
ん
せ

つ
し
な
が
ら
漏
水
対
策
工
事

を
徹
底
し
、
汚
泥
を
産
業
廃

棄
物
と
し
て
き
ち
ん
と
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
、
非
常
に

の
皆
様
か
ら
連

日
の
よ
う
に
ご

指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
も
各

所
に
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
し

の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
も
５
年
目
を
迎
え
、

ま
と
め
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
母
校
の
発
展
に
ご

協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
費
が
か
さ
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

往
時
の
清
冽
な
お
堀
を

取
り
戻
す
べ
く
、
上
田
高

等
学
校
創
立
120
周
年
記
念

事
業
資
金
募
集
に
は
同
窓

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
お  

堀  

の  

現  

況 

事
務
局

漏水のため干上がったお堀
上田高校玄関前にて

撮影日 H31.4.24

　

か
つ
て
上
田
城
の
蓮
堀
で

あ
っ
た
上
田
高
校
第
二
グ
ラ

ウ
ン
ド
。そ
の
周
辺
の
土
手

に
は
び
こ
る
ア
レ
チ
ウ
リ
を
、

14
年
間
に
亘
っ
て
、た
っ
た
ひ

と
り
で
除
去
し
続
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
先
輩
が
い
ま
す
。

　

出
澤
宏
さ
ん（
51
期
）は
、

県
内
各
地
で
教
員
と
し
て
お

勤
め
の
後
、上
田
市
教
育
委

員
会
他
で
人
権
同
和
教
育
の

専
門
分
野
で
御
活
躍
い
た
だ

き
ま
し
た
。県
主
催
の
自
治

会
長
の
研
修
会
で「
ア
レ
チ

ウ
リ
撲
滅
」に
つ
い
て
学
ん
だ

こ
と
も
あ
り
、通
勤
途
中
の

母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
手

が
目
に
留
ま
り「
少
し
ず
つ

で
も
」と
思
い
、１
本
ま
た
１

本
と
引
抜
き
を
始
め
た
の
が

２
０
０
６
年
。

　

と
こ
ろ
が
、い
ざ
始
め
て

み
る
と
、外
来
種
の
ア
レ
チ

ウ
リ
は
成
長
が
早
く
、蔓
は

５
ｍ
以
上
に
も
な
り
、実
に
は

棘
が
あ
り
、と
て
も
痛
い
。そ

の
経
験
か
ら「
引
抜
く
な
ら

小
さ
い
双
葉
の
時
期
が
ベ
ス

ト
」。ひ
と
り
で
の
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

日
誌
よ
り

【
２
０
１
１
年
６
月
】

ひ
と
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
51
期
　
出で

澤ざ
わ

　
宏	

さ
ん

　
ア
レ
チ
ウ
リ
の
引
抜
き
、の
べ
一
万
本

薬
用
人
参
を
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、

価
格
の
低
迷
や
農

家
の
高
齢
化
な
ど

が
原
因
で
、
平
成

に
な
っ
て
か
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
耕
作
さ

れ
ず
、
農
地
の
荒

廃
は
進
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
世
界
水
準

の
高
級
ワ
イ
ン
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
長
野

県
内
に
自
社
栽
培
地
を
探

し
て
い
た
メ
ル
シ
ャ
ン
㈱

の
求
め
る
条
件
に
合
致
し
、

平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）

に
同
社
が
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど

う
畑
「
椀
子
（
マ
リ
コ
）

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」
を
開
園

し
ま
し
た
。

　

陣
場
台
地
は
、
丸
子
地

区
塩
川
の
南
側
の
高
台
に

あ
り
、
360
度
の
眺
望
に
め

ぐ
ま
れ
、
自
然
環
境
や
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
抜
群
の
台

地
で
す
。
降
水
量
が
少
な

く
、
日
照
時
間
が
長
い
こ

の
台
地
は
、
ワ
イ
ン
用
ぶ

ど
う
栽
培
に
適
し
て
い
た

の
で
す
。

　

こ
の
開
園
に
は
、
荒
廃

し
た
農
地
を
何
と
か
し
た

い
と
望
む
丸
子
地
区
の
農

家
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

元
関
係
者
が
結
成
し
た

「
陣
場
台
地
研
究
委
員
会
」

が
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

地
権
者
の
取
り
ま
と
め
か

ら
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

栽
培
ま
で
、
地
元
と
企
業

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
地
元
念
願
の

「
椀
子
（
マ
リ
コ
）
ワ
イ

ナ
リ
ー
」
が
「
椀
子
（
マ

リ
コ
）
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」

の
真
ん
中
に
誕
生
し
、
ワ

イ
ン
用
ぶ
ど
う
か
ら
ワ
イ

ン
ま
で
一
貫
し
て
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

上
田
市
丸
子
の
「
椀
子

ワ
イ
ン
」
か
ら
、
日
本
、

そ
し
て
世
界
の
「
椀
子
ワ

イ
ン
」
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

建設中の椀子ワイナリー

１
日 

457
本・ほ
と
ん
ど
が
双
葉

９
日 

40
本・会
議
帰
り
に
５
分
程
探
す

12
日 

477
本・雨
の
後
で
可
愛
い
双
葉
多
い

　

年
間
数
十
日
に
及
ぶ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、「
土
手

の
ア
レ
チ
ウ
リ
が
ゼ
ロ
に
な

る
ま
で
」と
今
日
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。ま
た
作
業
を
終

え
る
と
、毎
回
現
地
に
あ
る

サ
ッ
カ
ー
部
の
周
辺
を
見
回

し
、生
徒
の
脱
ぎ
散
ら
か
し

た
靴
を
揃
え
て
い
る
そ
う
で

す
。作
業
は
早
朝
が
多
く
、こ

の
活
動
か
ら
出
澤
さ
ん
の
一

日
が
始
ま
り
ま
す
。

【
２
０
１
３
年
６
月
13
日
】

116
本・靴
が
初
め
て
殆
ど
揃
っ
て
い
た
。嬉
。

　

出
澤
さ
ん
の
眼
差
し
は
、

何
処
ま
で
も
温
か
い
で
す
。

　

最
後
に
出
澤
さ
ん
の
願
い

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
せ
っ

か
く
こ
の
地
球
に
生
を
受
け

た
の
で
、で
き
る
こ
と
な
ら
他

の
た
め
に
生
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。お
互
い
の
違
い
を

受
け
入
れ
他
者
の
身
に
な
っ

て
考
え
た
と
し
た
ら
、争
い

は
起
こ
ら
な
い
。人
は
そ
う

し
て
生
命
を
未
来
に
つ
な
い

で
い
る
も
の
だ
か
ら
…
」

　

出
澤
さ
ん
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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ー
シ
リ
ー
ズ
ー

学
　
校

探
検
記

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
と
は
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
を
重
点
的
に
行
う
高
等

学
校
を
文
部
科
学
省
が
指
定

す
る
制
度
で
す
。
全
国
で
123

校
が
選
ば
れ
て
お
り
、
県
内

で
は
平
成
26
年
（
２
０
１
４

年
）
度
指
定
の
長
野
高
校
と

27
年
（
２
０
１
５
年
）
度
指

定
の
上
田
高
校
の
み
。

　

本
校
は
「
長
寿
県
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
か
ら
世
界
の
い
の
ち
・

健
康
を
支
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
テ
ー

マ
に
取
組
み
、
５
年
目
の
今

年
は
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

課
題
研
究
や
海
外
研
修
を
通

じ
て
21
世
紀
型
ス
キ
ル
を
備

え
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
求
め
ら
れ
る
３
つ
の
資

質
、「
課
題
解
決
力
」「
国
際

活
動
力
」「
情
報
発
信
力
」
を

育
成
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
習
得
し
校
内
や
文
化
セ

ン
タ
ー
等
で
Ｓ
Ｇ
Ｈ
報
告
会

を
開
催
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
自
ら
が
取
り
組
ん
で

い
る
課
題
研
究
（
環
境
・
生

命
、
国
際
理
解
、
ビ
ジ
ネ
ス
・

都
市
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
）
や
、

社
会
活
動
に
つ
い
て
質
の
高

い
内
容
の
発
表
・
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

　

１
年
生
全
員
が
取
組
む

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ
で

は
「
県
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」、
２
年
生
全
員
が
取
組

む
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ⅱ

で
は
「
首
都
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
や
「
台
湾
研
修
旅

行
」、
３
年
生
が
選
択
で
取
組

む
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ⅲ
で

は
「
北
陸
新
幹
線
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
、

ボ
ス
ト
ン
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な

ど
海
外
も
含
め
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
先
は
多
彩
で
、大
学・

企
業・病
院・研
究
機
関
や
、最

高
裁
判
所・日
弁
連・防
衛
省

な
ど
も
訪
ね
て
い
ま
す
。
修

学
旅
行
で
訪
れ
た
台
湾
で
は

大
学・博
物
館・病
院・日
本
企

業・官
庁
等
を
訪
ね
、４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
高
等
学

校
を
訪
問
、英
語
で
意
見
交

換
し
、視
野
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
言
い
ま
す
。

　

昨
年
本
校
で
行
わ
れ
た

「
北
陸
新
幹
線
サ
ミ
ッ
ト
」は
、

長
野
県・新
潟
県・石
川
県・埼

玉
県・
東
京
都・
福
島
県
の
高

校
生
た
ち
約
100
人
で
の
研
究

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
が
高
校
生

活
を
通
じ
て
素
晴
ら
し
い
経

験
を
重
ね
成
長
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
組
み
が

最
終
年
度
へ

上
田
市
初
の
ワ
イ
ナ
リ
ー�

�

９
月
21
日
オ
ー
プ
ン

　

上
田
市
で
初
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
な
る
「
シ
ャ

ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
椀
子

（
マ
リ
コ
）
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

が
、
今
年
の
９
月
21
日
㈯

に
、
上
田
市
丸
子
地
区
塩

川
の
陣
場
台
地
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

同
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、

ワ
イ
ン
製
造
の
ほ
か
、
ワ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
カ
ウ
ン
タ
ー
な

ど
を
併
設
し
、
年
間
を
通

じ
て
ワ
イ
ン
を
楽
し
め
ま

す
。
上
田
地
域
の
新
た
な

魅
力
を
発
信
す
る
場
所
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
台
地
は
か
つ
て
、

養
蚕
の
た
め
の
桑
畑
や

代表代議員	 浅田	和樹（1組）	 代議員	 林	　克臣（5組）
代議員	 甲村	　毅（2組）	 代議員	 庄村	栄治（6組）
代議員	 倉島	洋志（3組）	 代議員	 春原	宏紀（7組）
代議員	 平能	絹子（4組）	 代議員	 石黒	周司（8組）
同窓会監事　小林	明宏（6組）

同期の皆さんの多数の参加をお願いいたします

令和最初の会員大会（11月 9日）は

私たち79期（昭和56年3月卒業 ）が当番期です

経
費
が
か
さ
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

往
時
の
清
冽
な
お
堀
を

取
り
戻
す
べ
く
、
上
田
高

等
学
校
創
立
120
周
年
記
念

事
業
資
金
募
集
に
は
同
窓

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

上田高校玄関前にて

薬
用
人
参
を
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、

価
格
の
低
迷
や
農

家
の
高
齢
化
な
ど

が
原
因
で
、
平
成

に
な
っ
て
か
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
耕
作
さ

れ
ず
、
農
地
の
荒

廃
は
進
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
世
界
水
準

の
高
級
ワ
イ
ン
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
長
野

県
内
に
自
社
栽
培
地
を
探

し
て
い
た
メ
ル
シ
ャ
ン
㈱

の
求
め
る
条
件
に
合
致
し
、

平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）

に
同
社
が
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど

う
畑
「
椀
子
（
マ
リ
コ
）

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」
を
開
園

し
ま
し
た
。

　

陣
場
台
地
は
、
丸
子
地

区
塩
川
の
南
側
の
高
台
に

あ
り
、
360
度
の
眺
望
に
め

ぐ
ま
れ
、
自
然
環
境
や
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
抜
群
の
台

地
で
す
。
降
水
量
が
少
な

く
、
日
照
時
間
が
長
い
こ

の
台
地
は
、
ワ
イ
ン
用
ぶ

ど
う
栽
培
に
適
し
て
い
た

の
で
す
。

　

こ
の
開
園
に
は
、
荒
廃

し
た
農
地
を
何
と
か
し
た

い
と
望
む
丸
子
地
区
の
農

家
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

元
関
係
者
が
結
成
し
た

「
陣
場
台
地
研
究
委
員
会
」

が
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

地
権
者
の
取
り
ま
と
め
か

ら
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

栽
培
ま
で
、
地
元
と
企
業

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
地
元
念
願
の

「
椀
子
（
マ
リ
コ
）
ワ
イ

ナ
リ
ー
」
が
「
椀
子
（
マ

リ
コ
）
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」

の
真
ん
中
に
誕
生
し
、
ワ

イ
ン
用
ぶ
ど
う
か
ら
ワ
イ

ン
ま
で
一
貫
し
て
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

上
田
市
丸
子
の
「
椀
子

ワ
イ
ン
」
か
ら
、
日
本
、

そ
し
て
世
界
の
「
椀
子
ワ

イ
ン
」
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

建設中の椀子ワイナリー

G20 in 軽井沢で上田高生提言
　今年 6 月 15 日軽井沢で開催された
G20 会合で、長野・上田両高校の生徒が、
各国代表に英語で提言。本校生徒（2 年）
は、SGH で培ったプレゼンテーション力
で、ベアドッグでツキノワグマ被害対策を
行う NPO と軽井沢町との協働について
報告し、今後の取組について提言しました。

提言する上田高校生（前列）
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母
校
の
班
活
動
紹
介

☆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

ボ
ー
ル
班

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

班
は
、現
在
３
年
生
11
人
、２

年
生
８
人
、１
年
生
９
人
、マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
３
人
の
計
31
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。外
部

コ
ー
チ
や
顧
問
の
先
生
方
の

指
導
の
も
と
、充
実
し
た
練

習
を
し
て
い
ま
す
。や
ら
さ
れ

る
練
習
で
は
な
く
、自
分
た
ち

で
意
見
を
出
し
合
う
主
体
的

な
練
習
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
高
校
の
「
走
る
バ
ス

ケ
」
が
で
き
る
よ
う
、
一
日

一
日
の
練
習
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の

方
々
に
感
謝
し
、
全
力
で
戦

い
ま
す
。	

（
青
木　

陸
哉
）

☆
山
岳
班

　

山
岳
班
は
現
在
１
年
生
４

人
、
２
年
生
４
人
、
３
年
生

３
人
の
計
11
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
中
村
先
生
と
横
澤

先
生
の
ご
指
導
の
も
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
兼
班

し
て
い
る
班
員
も
多
い
で
す

が
月
に
一
度
は
必
ず
山
に

登
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
富
士
山
と
槍
ヶ
岳

へ
挑
戦
し
、
ど
ち
ら
も
大
変

な
登
山
で
し
た
が
、
励
ま
し

合
い
、
全
員
無
事
に
登
頂
で

き
ま
し
た
。

　

登
山
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

大
変
で
も
最
後
に
は
報
わ
れ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
信
じ
て
こ
れ
か
ら

も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

	

（
渡
辺　

祐
太
）

☆
棋
道
班

　

棋
道
班
は
現
在
、
２
年
生

６
人
、
１
年
生
７
人
の
計
13

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
顧

問
の
先
生
に
教
わ
っ
た
り
、

仲
間
ど
う
し
で
お
互
い
を
高

め
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
日
々

化
学
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
県
大
会
で
は
、
残

念
な
が
ら
個
人
・
団
体
ど
ち

ら
も
全
国
大
会
に
進
む
こ
と

は
で
き
ず
、
３
年
生
10
人
は

引
退
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

悔
し
さ
を
胸
に
、
１・
２
年

生
は
来
年
度
こ
そ
は
高
知
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
進
め

各班の主な成績・戦績（平成30年度～令和元年度6月までのクラブ成績）

る
よ
う
、
精
進
し
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ま
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

	

（
中
島　

光
人
）

☆
定
時
制
卓
球
部

　

定
時
制
卓
球
部
は
、
現
在
、

所
属
人
数
２
人
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
都
合
も
あ
り
、
練
習

時
間
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
真
剣
に
、
楽
し
ん
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
卓
球
を
楽
し

む
」
を
方
針
に
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
部
活
動
は
、
高
校

生
活
の
中
で
も
特
別
な
も
の

で
す
。
そ
れ
が
楽
し
い
思
い

出
に
な
れ
ば
、
最
高
の
高
校

生
活
に
な
り
ま
す
。
大
会
で

満
足
い
く
結
果
を
出
す
だ
け

で
な
く
、
大
会
自
体
を
楽
し

め
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
一

生
懸
命
、
卓
球
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
安
藤　

遼
河
）

運 動 班 成　　　　　　績

ハンドボール ○長野県高等学校総合体育大会　男子　第3位　女子　第3位で北信越高等学校総合体育大会へ出場（H30）
○長野県総合体育大会男子ハンドボール競技3位で北信越高等学校体育大会へ出場（R1）

テ ニ ス ○長野県総合体育大会  男子テニス競技3位で北信越高等学校体育大会へ出場（R1）
○長野県総合体育大会  女子テニス競技2位で北信越高等学校体育大

陸 上

○高等学校総合体育大会県大会　砲丸投 小林篤央（4位）　円盤投 小林篤央（1位）　ハンマー投 小林篤央（5位）1500m
久保田絢乃（7位）　3000m久保田絢乃（5位）で、北信越大会へ出場　砲丸投 小林篤央（25位）　円盤投 小林篤央（10位）　
ハンマー投 小林篤央（20位）　3000m久保田絢乃（15位）（H30）

○第47回長野県高等学校新人陸上競技選手権大会：林亮太800m2位・久保田絢乃1500m4位　田中風紗音100mH3位で第23
回北信越高等学校新人陸上競技大会へ出場　久保田絢乃1500m1位・林亮太800m2位・田中風紗音400mH3位（H30）

○第61回東海陸上競技選手権大会：阿藤紘己1500m8位（H30）
○長野県高等学校陸上競技対抗選手権大会　林　亮太（3年） 800m　2位、鴨志田 巽（3年） 100m 6位 児玉 菜緒（3年） 走り

幅跳び　5位　三段跳び　3位　田中 風紗音（3年） 100mH　4位　400mH　3位で、北信越高等学校体育大会へ出場（R1）
○北信越高等学校体育大会　800m　2位　林　亮太（3年）　全国高等学校総合体育大会陸上競技へ出場（R1）

水 泳
○長野県高校総合体育大会　長野県高校選手権水泳競技大会　飯島聖羅　200m個人メドレー3位、400m個人メドレー2

位（H30）鈴木羽虹800m自由形3位で北信越高校体育大会　北信越高校選手権水泳競技大会へ出場　飯島400m個人メド
レー8位（H30）

軟 式 野 球 ○第22回北信越地区高等学校軟式野球長野県大会優勝 、第22回北信越地区高等学校軟式野球大会ベスト4（H30）
剣 道 ○長野県総合体育大会剣道競技　小出 磨奈（2年） 個人戦 3位で北信越高等学校体育大会へ出場（R1）
ゴルフ同好会 ○第39回北信越国民体育大会ゴルフ競技（少年男子）　長野県予選第16位　平栗 光晟（H30）
柔道同好会 ○長野県総合体育大会柔道競技　赤沼 紀彰（2年）個人戦5位で北信越高等学校体育大会へ出場（R1）
アーチェリー準同好会 ○長野県高等学校新人体育大会：男子  松井慧  50/30M  第1位   女子  尾和愛子  30M  第1位（H30）
定時制柔道 ○柔道65㎏級堀内椋太優勝　全国大会へ（H30）

文 化 班 成　　　　　　績

棋 道

○第42回全国高校囲碁選手権大会長野県大会　男子個人戦B級　3位　1年　清水仁貴　第42回全国高校囲碁選手権大会出
場（H30）

○第30回長野県高等学校新人囲碁選手権大会　男子個人戦　3位　1年　清水仁貴　第34回北信越高等学校囲碁選手権大
会出場（H30）

○第43回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会　3位　清水仁貴（2年）　第43回全国高等学校総合文化祭佐賀大会
へ出場（R1）

英 語 ○第26回長野県高校生英語ディベート大会出場。Evergreen（1年清水鈴花、柳澤祥太、秦梨伽子、藤森彩季）が準優勝。（H30）
○第13回全国高校生英語ディベート大会in福井出場。上田高校チーム（1年清水鈴、柳澤、秦、藤森、2年坂田、小林）（H30）

室 内 楽
○第42回全国高等学校総合文化祭長野大会総合開会式出場（代表21名）器楽・管弦楽部門（代表24名）（H30）
○第25回全国高等学校選抜オーケストラフェスタ出場（H30）
○8名 長野県高等学校選抜オーケストラのメンバーとして第43回全国高等学校総合文化祭佐賀大会 器楽・管弦楽部門に出

演（R1）
混 声 合 唱 ○8月11日第42回全国高等学校総合文化祭長野大会出場（代表6名）（H30）

吹 奏 楽 ○アンサンブルコンテスト県大会　クラリネット8重奏「金賞」（県代表）・木管4重奏「銀賞」・打楽器6重奏（県代表）で、アンサン
ブルコンテスト東海大会へ出場　クラリネット8重奏「銀賞」・打楽器6重奏「銀賞」（H30）

ダ ン ス

○全国ダンスドリル選手権大会2018甲信越大会 HIPHOP女子部門Large編成　第1位（H30）
○ミスダンスドリルチーム甲信越大会　ソロ部門　依田真歩　予選全国ランク17（H30）
○甲信越ダンスドリル競技大会　HIPHOP女子部門1位（H30）
○全国高等学校ダンスドリル選手権大会2019 甲信越大会 HIPHOP女子部門 Large編成1位で全国高等学校ダンスドリル選手

権大会2019へ出場（R1）

放 送
○NHK杯全国高校放送コンテスト長野大会  アナウンス部門優秀賞  3年 宮田和  朗読部門優秀賞　3年 内川実優　朗読部

門優良賞　3年 臼田野乃実　NHK杯全国高校放送コンテストへ出場（H30）
○NHK杯全国高校放送コンテスト長野大会朗読部門優秀賞　柳沢謙太（3年）小田中一浩（3年）　ラジオドキュメント部門優秀

賞で、NHK杯全国高校放送コンテストへ出場（R1）
書 道 ○第55回驥山館全国書初展　優秀団体賞　その他多数受賞（H30）

文 芸

○全国高等学校総合文化祭文芸部門に参加（（H30）
○第19回長野県高等学校文芸コンクール　文芸部誌部門　最優秀賞　『松尾文藝77号』3回全国高等学校文芸コンクール文

芸部誌部門　優良賞（H30）
○長野県高等学校文芸コンクール部誌部門最優秀賞、及び全国高等学校文芸コンクール部誌部門優良賞で第43回全国高等

学校総合文化祭佐賀大会へ出場。（R1）
競技かるた ○第40回全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会個人戦出場（H30）
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99期の皆さんへ　～お元気ですか～

11月 9日㈯は、会員大会です。今年は、当番期ということで、これを機会に多くの
ご参加、ご協力をお願いいたします。

代議員 （代表）小林　誠司（2 組） 甲田　　智（3 組）
 上条　由実（4 組） 塩入　卓也（8 組）

同
期
会
だ
よ
り

【
57
期
】

「
甲
子
園
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
こ
と
」

　

投
票
で
選
ば
れ
た
応
援
団

長
は
強
大
な
力
を
持
ち
、
下

級
生
は
放
課
後
下
校
を
許
さ

れ
ず
応
援
団
の
洗
礼
を
受
け

た
。
応
援
に
参
加
し
た
時
は
、

強
い
連
帯
感
を
覚
え
た
。

　

昭
和
32
年
野
球
班
は
念
願

の
甲
子
園
へ
出
場
。
し
か
も

ベ
ス
ト
８
。
そ
の
秋
、
早
稲

田
実
業
が
招
待
さ
れ
、
あ
の

王
貞
治
氏
の
大
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
見
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
で
は
、
昭
和
39

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

の
依
田
郁
子
氏
の
走
り
を
見

た
。
真
黒
で
精
悍
な
姿
は
今

で
も
忘
れ
な
い
。

（
中
島　

貞
介
）

【
67
期
】

　

昭
和
44
年
３
月
に
「
古
城

の
門
」
を
後
に
し
て
か
ら
、

私
た
ち
67
期
は
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
50
年
の
歳

月
が
流
れ
若
き
日
の
青
春
の

１
ペ
ー
ジ
に
思
い
を
馳
せ
る

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
英
気
を
養
お
う
と
の
趣
旨

か
ら
昨
年
９
月
23
日
に
「
卒

業
50
周
年
記
念
同
窓
会
」
が

70
人
の
参
加
者
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日

に
は
記
念
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
卒
業
50
周
年
記
念
募
金

事
業
」
の
も
と
、
母
校
に
人

材
育
成
の
教
育
資
金
と
し
て

100
万
円
、
同
窓
会
に
15
万
円

を
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
沓
掛　

重
憲
）

【
77
期
】

　

私
た
ち
77
期
は
２
０
２
０

年
、２
回
目
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
翌
年

に
多
く
が
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

60
歳
と
い
え
ば
社
会
的
に
も

ひ
と
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る

年
齢
。そ
れ
と
な
く
耳
に
入
る

同
期
の
み
ん
な
の
活
躍
を
嬉

し
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

ま
た
、
６
月
29
日
に
行
わ

れ
た
関
東
同
窓
会
で
も
72
期

の
先
輩
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
77
期
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

人
生
百
年
が
囁
か
れ
る
昨

今
、
還
暦
は
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
。

次
の
ハ
ー
フ
に
向
け
た
新
た

な
気
持
ち
で
Ｇ
Ｏ
！

（
関　

勇
治
）

【
87
期
】

　

昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ

た
平
成
元
年
３
月
に
上
田
高

校
を
卒
業
し
た
私
達
87
期
。

早
い
も
の
で
30
年
が
経
ち
、

時
代
も
平
成
か
ら
令
和
へ
。

　

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
来
年
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
続
き
ま
す
が
、
87
期
で
も
、

夏
期
・
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
併
せ
て
同
級
会
を
開
く
ク

ラ
ス
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

卒
業
後
、
同
期
と
し
て
の

特
別
な
活
動
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
来
年
、
創
立
120
周

年
を
迎
え
る
の
を
機
に
活
動

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
藤
井　

哲
也
）

◆
剣
道
班

　

剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
は
、

毎
年
６
月
に
現
役
生
に
よ
る

「
宮
下
杯
争
奪
戦
・
稽
古
会
」

と
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
、
毎
年

１
月
２
日
に
若
手
Ｏ
Ｂ
会
員

が
企
画
す
る
稽
古
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
や

現
役
生
の
活
躍
を
報
告
す
る

た
め
、剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会
報「
剣

風
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

稽
古
会
の
他
に
も
、現
役
生

の
日
常
の
練
習
に
Ｏ
Ｂ
の
方

が
参
加
し
て
稽
古
を
つ
け
る

な
ど
交
流
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
現
役
生
の
更
な
る

活
躍
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
86
期　

唐
澤　

信
広
）

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
班

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
班
Ｏ

Ｂ
会
で
は
、毎
年
１
月
２
日
に

総
会
と
現
役
チ
ー
ム
と
の
交

流
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り
、

毎
年
多
く
の
方
に
参
加
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
恒
例
行
事
と
い
え

ば
、
上
田
・
長
野
・
松
本
深

志
・
諏
訪
清
陵
の
４
校
対
抗

戦
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
40
回
記
念
大
会
と
し
て
８

月
13
日
に
諏
訪
清
陵
高
校
で

開
催
し
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
た
交

流
か
ら
、
世
代
を
超
え
た
つ

な
が
り
を
大
切
に
こ
れ
か
ら

も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
90
期　

保
坂　

超
）

◆
吹
奏
楽
班

「
松
奏
会
」（
し
ょ
う
そ
う
会
）

吹
奏
楽
団
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

２
０
１
４
年
設
立
。
会
員

１
０
０
０
人
、
主
な
活
動

●
会
誌「
松
奏
」発
行（
４
月
）

●
総
会
、
懇
親
会
（
６
月
）

●
吹
奏
楽
を
楽
し
む
会
（
９

～
10
月
）

●
現
役
支
援
（
定
演
支
援
、

協
賛
金
寄
贈
）

　
「
第
５
回
吹
奏
楽
を
楽
し

む
会
」
２
０
１
９
年
９
月

29
日
13
時
開
演
、
サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ
、
小
ホ
ー
ル
、
入

場
無
料
出
演
者
募
集
（
練

習
８
月
14
日
、
９
月
７
日

13:00

～17:00

、同
窓
会
館
）

「
松
奏
会
」
事
務
局

メ
ー
ル

uedahi.w
o.obog@

gm
ail.

com
H
P	http://ueda26shousou.
sakura.ne.jp/

	
http://uedahsw

oobog.
web.fc2.com

Tw
itter	@

uedahiw
o1obog

Ｆ
Ｂ	『
上
田
高
校
吹
奏
楽
団　

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会「
松
奏
会
」』

（
63
期　

林　

清
弘
）
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進
路
状
況
に
つ
い
て

　

上
田
高
校
の
教
育
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
卒
業
生
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ

二
期
生
、
女
子
と
男
子
が
ほ

ぼ
同
数
と
い
う
学
年
で
し
た
。

難
関
大
学
志
向
の
高
ま
り
、

私
立
大
合
格
者
数
絞
り
込
み

と
い
っ
た
環
境
の
中
、
私
大

を
中
心
に
、
現
役
生
、
既
卒

生
と
も
に
健
闘
し
、
本
校
生

の
潜
在
能
力
の
高
さ
を
感
じ

さ
せ
る
結
果
で
し
た
。

　

国
公
立
大
学
に
は
現
役
生

137
名
合
格
。
筑
波
・
東
京
外

国
語
大
学
で
合
格
者
が
増
え

ま
し
た
。
旧
帝
大
は
現
浪
合

わ
せ
16
名
。
北
海
道
大
学
４

名
、
東
北
大
学
４
名
、
東
京

大
学
１
名
、
名
古
屋
大
学
４

名
、
京
都
大
学
１
名
、
大
阪

大
学
２
名
で
し
た
。
医
学
科

は
現
浪
で
国
公
立
大
学
３
名
、

私
立
大
学
２
名
で
し
た
。
私

立
大
で
は
、
早
稲
田
・
立
教
・

東
京
理
科
な
ど
で
例
年
以
上

の
合
格
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｈ
活
動
を
生
か
し
た
東

京
大
学
、
信
州
大
学
医
学
部
、

早
稲
田
大
学
な
ど
の
合
格
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
入
試
制
度
・
環
境
が

急
速
な
勢
い
で
変
化
す
る
中

で
す
が
、
進
路
実
績
に
お
い

て
、
地
域
・
保
護
者
、
同
窓

会
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

学
校
を
目
指
し
ま
す
。
ご
理

解
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
進
路
指
導
主
事　

櫻
井　

敦
）

【生徒数】	 母校の状況	 ［平成 31年度］

全 定 制 全日制 定時制
学　　年 １年 ２年 ３年 計 １年 ２年 ３年 ４年 計
クラス数 8 8 8 24 1 1 1 1 4
生
徒
数

男 137 154 164 455 12 9 16 7 44
女 184 167 153 504 15 10 8 2 35
計 321 321 317 959 27 19 24 9 79

生　徒　数：全・定合計1,038人（男	499人・女	539人）
教諭・講師：85人　事務教員・助手等：14人
学　校　長：廣田昌彦　全日制教頭：柳沢忠男
定時制教頭：内藤信一　事　務　長：小山　隆

■平成 30年度末・進路状況（合格者数）� 上田高校進路指導室調べ（6月現在）
現役 既卒

●国立大学 104 50
北海道 1 3
旭川医科 0 1
弘前 0 2
秋田 0 4
東北 2 2
茨城 3 1
筑波 7 0
宇都宮 1
群馬 3 3
埼玉 1 5
千葉 10 2
電気通信 0 1
東京 1 0
東京医科歯科 1 0
東京海洋 1 0
東京外国語 4 0
東京学芸 4 0
東京芸術 1 0
横浜国立 3 0
上越教育 1 0
新潟 0 2
富山 5 1
金沢 10 4
福井 1 1
山梨 1 1
信州 33 10
静岡 4 2
名古屋 3 1
三重 1 0
京都 0 1
大阪 2 0
神戸 0 1
宮崎 0 1
琉球 0 1

現役 既卒
●公立大学 33 6
群馬県立女子 1 0
高崎経済 2 1
前橋工科 1 2
千葉県立保健医療 1 0
首都大学東京 5 0
神奈川県立保健福祉 1 0
横浜市立 1 0
新潟県立 1 0
富山県立 2 1
金沢美術工芸 1 0
公立小松 0 1
福井県立 1 0
都留文科 2 0
長野 1 0
長野県立 5 0
長野県看護 1 0
公立諏訪東京理科 2 0
岐阜薬科 0 1
静岡県立 2 0
福知山公立 1 0
大阪市立 1 0
奈良県立 1 0
国公立大計 137 56

●私立大学 416 177
酪農学園 2 0
東北医科薬科 0 1
国際医療福祉 6 2
群馬パース 2 0
高崎健康福祉 1 4
東京国際 1 0
日本工業 1 0
獨協 3 3
文教 19 1

現役 既卒
文京学院 3 0
目白 1 0
秀明 0 1
千葉工業 5 3
青山学院 3 5
亜細亜 0 1
大妻女子 2 0
桜美林 4 0
学習院 1 3
北里 5 2
国立音楽 2 0
杏林 2 0
慶應義塾 5 1
工学院 4 4
國學院 6 0
国士舘 0 1
駒澤 7 2
実践女子 0 1
芝浦工業 4 13
順天堂 0 1
上智 1 0
昭和女子 1 2
女子栄養 2 0
女子美術 2 0
成蹊 2 2
成城 5 0
清泉女子 1 0
専修 3 3
創価 4 0
大正 2 0
大東文化 8 0
玉川 5 0
多摩美術 1 0
中央 19 6
津田塾 8 1

現役 既卒
帝京 7 1
東海 4 3
東京音楽 0 1
東京家政 8 1
東京家政学院 2 0
東京医科 1 0
東京工科 1 1
東京女子 12 1
東京電機 4 8
東京農業 10 1
東京薬科 5 0
東京理科 10 17
東邦 2 0
東洋 22 12
日本 10 14
東京都市 0 5
日本女子 5 0
日本体育 1 1
法政 24 9
星薬科 2 0
武蔵野 9 2
武蔵野美術 3 0
明治 10 9
明治学院 7 2
明治薬科 3 0
明星 1 0
立教 19 1
立正 0 1
早稲田 13 1
相模女子 2 0
聖マリアンヌ医科 1 0
フェリス女学院 0 1
相模女子 2 0
金沢工業 3 4
北陸 3 1

現役 既卒
金沢学院 1 0
福井工業 1 0
帝京科学 2 0
清泉女学院 1 0
佐久 2 2
長野保健医療 2 0
松本 1 0
岐阜聖徳学園 2 0
中部 3 0
名古屋外国語 1 0
名古屋学院 2 0
南山 3 0
名城 1 0
京都造形芸術 2 0
同志社 0 2
立命館 4 7
龍谷 1 0
関西 3 1
関西外国語 1 0
近畿 5 1
関西学院 3 0
神戸学院 0 1
神戸女子 1 0
奈良 3 0
東都 2 0
藤田医科 1 1
その他 9 2
公立短期大学 0 0
私立短期大学 3 0
文科省所管外の大学校等 1 0
専門学校等 3 0
就職 0 0

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
卒
業
周
年
記
念
の
贈
呈

・
67
期
　
50
周
年
記
念

教
育
支
援
基
金
　
100
万
円

●
篤
志
寄
付

・
67
期（
卒
業
50
周
年
記
念
）

金
額
　
15
万
円

●
寄
贈
図
書

（
30
年
７
月
～
元
年
６
月
）
※
敬
称
略

★
松
尾
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

松
尾
祭
実
行
委
員
会

★
松
尾
文
藝
76
号

	

文
芸
班

★
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
２
０
１
７
松
尾
祭
号

Ｃ
Ａ
Ｍ
班

★
文
藝
春
秋　

２
冊赤

池
三
男
（
58
期
）

★
野
の
花
は
風
と
遊
ぶ石森　

秀
（
45
期
）

★
秋
玲
瓏
の
空
衝
き
て

上
田
中
学
校
第
45
・
46
期

★
淺
山
曲
水
風
韻　

他
２
冊

依
田
行
舟
（
勇
作
）（
54
期
）

★
没
後
15
年
沓
掛
利
通
（
29
期
）
展

八
十
二
文
化
財
団

★
私
の
履
歴
書

－

航
跡
の
記
録

－

石
黒	

啓
一
（
53
期
）

★
松
籟
66
号

	
上
田
高
校
生
徒
会

★
Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｕ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２
０
１
９
（
卒
業
ア
ル
バ
ム
）

第
116
期
卒
業
生

★
第
22
回
定
期
演
奏
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

上
田
高
校
室
内
楽
班

★
高
橋
宏
文
跡　

日
の
巻　

他
１
冊

坂
口　

浩

★
上
田
高
等
学
校
64
期
生
の
北
国
街
道
の
旅

清
水	

計
枝
（
64
期
）

★
松
奏　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
５

	

松
奏
会

★
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
計
画
に
よ

る
経
営
理
念
の
浸
透

宮
島　

康
暢
（
84
期
）

★
八
重
原
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン

の
植
物	

清
水	

計
枝
（
64
期
）

★
信
州
の
シ
ダ　

他
３
冊

大
塚　

孝
一
（
68
期
）

※
52
号
掲
載
の
成
沢
臨
舟
さ
ん
の
52
期

は
51
期
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

●
事
務
局
の
異
動

　

平
成
30
年
９
月
30
日
付
を

も
っ
て
、
清
水
幸
夫
氏
（
70

期
）
が
事
務
局
長
を
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
在
任
期
間
は
２

年
５
ヵ
月
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

の
期
間
、
急
遽
田
中
守
明
氏

（
69
期
）
に
事
務
局
長
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
事
務
局
長
は
４

月
１
日
付
で
倉
澤
克
彦
氏

（
73
期
）
が
着
任
し
ま
し
た
。

編
集
委
員

副理事長
広報担当 北沢　真澄（73）
委 員 長 市川　　泉（69）
副委員長 関　　省吾（71）
副委員長 田口　敬祐（73）
委　　員 深町　　稔（58）
委　　員 倉沢　史子（76）
委　　員 小平　美恵（76）
委　　員 百瀬　慎一（76）
委　　員 深町比呂志（77）
委　　員 米沢久美子（78）
委　　員 伴　美佐子（80）
委　　員 村松　　武（104）
編集広告
担当役員 小林　明宏（79）

74期の皆様へ
創立 120 周年記念事業は「未来への投資」です。
積極的なご参加をお願いします。
同窓会監事　8組　宮下	繁明
代表代議員　4組　関戸	啓司
1組　＊千野	敏幸　西沢	員昭　松井	淑広	 2組　＊大田	一昭　＊楢原	明子
3組　＊土屋	信之　内堀	繁利	 4組　＊山野井隆司　石塚	博敏
5組　＊丸山	良雄　大滝	一郎　関　	　純	 6組　＊木村	文厚　＊山木	徹也　小宮山	宏
7組　＊深町	文雄　＊小田切洋子　竹田	洋一
8組　＊山田	恒昭　　安江	昭彦　　赤羽志万子　　　（＊代議員）


